金中さんの漢詩朗誦会にぎやかに
▼10月22日（金）東京都北区滝野川会館大ホールにて、当連盟会員で運営委員を勤める金中氏の「漢詩朗誦会」が開催されました。午後7時より9時半に亘り300名を越える日中の漢詩のファンを魅了しました。「春暁」など5絶「早発白帝城」など7絶「長恨歌」など我々にもなじみ深い漢詩から「荒城の月」「星落秋風五丈原」（土井晩翠）、「歌紡ぎの小夜曲」（さだまさし）の漢詩訳、更には金中氏自作の詩など、内容はまことに多彩で、文学を通して日中の掛け橋を念じている同氏の思いの深ささに、感動の一宵でありました。

――「全日本漢詩連盟会報」第7号（2005年1月1日）掲載（文：住田笛雄）
▼10月22日金中氏の漢詩朗誦会が滝野川会館大ホールで開催された。葛飾吟社会員十名ほどが聴衆として参加した。多分全体で四百人ほどの聴衆があったと思う。朗誦は孟浩然、王維、李白、柳宗元、王翰、王昌齢、張継、杜牧、朱熹、白居易、それに金中さん自身の翻訳による、土井晩翠の『荒城の月』『星落秋風五丈原』阿部仲麻呂と藤原定家の和歌、さだまさしの『抒情小夜曲』と、才気縦横に溢れた作品が歌われ、最後は長編詩、白居易の『長恨歌』陶淵明の『帰去来兮辞』で閉められた。切々たる朗誦は、中国語への理解を超えた哀歓を聴衆に与えた。中国人の学生さんが大分お手伝いをされていて、日本語達者な女子学生と話したが、やはり古典に通暁している人は少ないように思われた。先般の「中日短詩研討会」とも考え併せて、今後の詩詞文学を通じての交流を、いかに発展させて行くべきか考えさせられる。
　　　　　　　　　――「梨雲」2004年11月号（43号）掲載（文：今田 述）　
